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抄 録

ミツバチのN-7セチルトランスフェラーゼ

EnzymaticルAcetylationoIIndolalkylamines

byHomogenatesoitheHoneybee,Apismelli･

Lera.PJllLTPH.EvANS,P.Mlcrr̂ELFox,I.Insect

Physl'ot.,21,343-353 (1975).Comparisonof

VariousBiogenic Amine畠asSubstratesfor

AcetylTransferasefrom Apismellifera (L.)

CNS.P.tI.EvANS,P.M.Fox,ComJ).Bl'ochem.

Physz'otリ51C,1391141(1975).
ミツバチの胴からル アセチルトランスフェラーゼ

活性が見つかり,その性質が調べられた.ミツバチの

脳のホモジネートを酵素粗品とし.アセチル基供与体

としてはアセチル-CoAを用いた.チラミンを基PIと

した吸合.Kmは5.0×1017M.政道氾度,最適pHは,

それぞれ33oC,pH7.0であった.またドーパミンは

チラミンと同程度のよい鉱質であったが.セロトニン

はチラミンに比べてアセチル化を受けにくく,ノルエ

ピネフリンではアセチル化が見られなかった.

昆虫の外皮の硬化にドーパミンのN-アセチル化反

応が関与していろことが知られており,今回兄い出さ

れた〟-アセチルトランスフェラーゼが硬化に関係し

た僻累と同一であるかどうかが一つの問題点となろう.

また殺虫剤として知られろクロルディメホルムは,

モノアミンオキシダーゼ (MAO)の作用を附凹する

ことによって殺虫効架を示すと考えられていたが,放

近になって,MAOの作mと考えられていたのは,班

は〟･アセチルトランスフェラーゼによる〟-アセチ

ル化反応であることが明らかにされた.したがってク

ロルディメホルムの作用機作という点からも,本研究

は邦昧あるものと瓜われる. (田江泰夢)

培養細胞を用いた薬物代謝の研究

TsUH.L]N,HANSONH.NoRTtlandRoBt:RTE.
MENZEft

(1) Metabolism orCarbaryl(1-Napllttlyl〟-
methylcarbamate)jnHumanEmbryonicLung

CellCultures.I.Agr.FoodChew..23,253(1975).
(2) TheMetabolism orChlodimelorminHu･
manEmbryonicLungCellCultures.I.Agr.
FoodChcm.,23,257(1975).

Carbarylの代謝がヒト的児DlTJ'の初代蛸苑細胞を用
いて調べられた.JJC-Carbarylを柄地rflに加え.細

胞とともにインキュペートした綾EFE地から代謝物をエ

ーテルにより拙Jlルた.72時間のインキュベ～トでは

エーテル屑に約70%,水間に約30%の放射能があり,
与えた放射舵の99%が回収された.そして1-NaplltllOl,

1,4-Naphthalene一山011.5-Naphthalene-diol,5-Hy･

droxycarbaryl,4-Hydroxycarbaryl,5,6-Dihydr0 -

5,6-dihydroxycarbarylが代謝物として確認された.

また水田を β-glucuronidase処理した後エーテル抽

出を行なったが,エーテル巾に放射能は検出されなか

った.したがって代謝生成物中には glucuronicacid

抱接化合物は含まれていない.Carbarylを超市波処

理した細胞,UDPG,その他の祁助因子とともにイン

キェベートしても水田巾の放射能は糊加しなかった.

これらのことからこの細胞の代謝系の小に 0-gtucu･

ronidationの系が1不在しないものと巧えられた.また

chlordimcform の代謝も同様の方法で検討され,N-

formyl-4-cMor0-0-toluidine,4-ehlor0-0-toluine

N-demethylchlordimeformが代謝物として同定され

た. このように薬物代謝の研究に'も培養細胞が利用さ

れはじめている.培養細胞は離宮のような視雑性を全

くもたないので薬物と細胞との直接的な作用を研究し

てゆく有力な武器になっていくものと思われる.

(吉田正姐)
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